
市議会定例会［９月］

提出議案の概要について

桑名市
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令和元年９月議会の主な議案

・現地視察による各地域での聴き取り調査の結果に基づき、道路修繕、河川
維持補修等に要する費用を計上

・大津市で発生した交通死亡事故等を受け、園児、児童・生徒の安全対策に要す
る費用を計上

・本年７月の豪雨に起因した河川の護岸等の損傷についての復旧に係る費用を計上
・ＲＰＡ導入に関して、昨年度の実証実験を踏まえて、対象事業の本格稼働を
行うとともに、対象事業の拡大、職員研修に要する費用を計上

・本年10月より開始する幼児教育・保育の無償化に伴う費用や財源更正を計上、ほか

補正額
一般会計（第４号） 4億1,436.0万円
介護保険特別会計（第２号）・企業会計（第１号） 391.4万円
総 計 4億1,827.4万円

補正予算の規模

・「桑名市企業等誘致促進条例の一部改正」「桑名市宿泊施設誘致促進条例の制定
について」

・ 消費税率及び地方消費税率の引き上げに伴う使用料等の改定により、「桑名市まちづくり
拠点施設条例の一部改正について」同様の改正ほか３５本⇒⇒⇒使用料等の表示につい
て外税方式を採用するのは県内初の取り組み

条例の制定等
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これまでの「改革」 ～納税者の視点で次の世代に責任ある財政に～
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社会構造の変化
限られた財源 老朽化する公共施設

社会が大きく変化していく

土地開発公社の解散

使用料の見直し 補助金の見直し

公民連携

公共施設マネジメント

次世代にツケを残さない！ 新たな手法・アイデア導入！

平成30年度決算の状況について（１）

普通交付税の
段階的縮減

行財政改革
の決断



4

主な財政指標（速報値）

平成30年度決算の状況について（２）

「改革」によってまいた種が少しずつ芽を出してくる！

97.8
99.7

97.1
99.2 98.1

95.5

89.5
90.8

87.9
90.4 89.9

85

90

95

100

H25 H26 H27 H28 H29 H30見込

経常収支比率の推移 桑名市

類似団体

前年度比2.6ポイントの改善！
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実質公債費比率（３ヵ年平均）の推移
桑名市

類似団体

前年度比0.9ポイントの改善！

「経常収支比率」は、市税や
地方交付税など使い道が自由な
一般財源に対して、必ず支出し
なければならない経費の割合

「実質公債費比率」は、使い道
が自由な一般財源に対する負債
返済（公債費等）の占める割合
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平成30年度決算の状況について（３）

収入を確保しながら、将来を見据えたまちづくりへの投資も！
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市税の推移

市税収入は堅調に推移
（H30：220億5,061万円余）
※前年度比：7,224万円余増

桑名駅自由通路整備事業費を
はじめとした社会資本を整備
（H30：50億1,775万円余）

※前年度比：17億8,278万円余増
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平成30年度決算の状況について（４）
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基金（年度末現在高）の推移
その他特定目的基金

減債基金

財政調整基金

千円

基金総額（普通会計）で
100億円を突破！

（H30：103億9,490万円余）
※前年度比：13億8,178万円余増
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地方債残高の推移千円

高止まりの状況であるが、
将来推計では令和元年度前後を
ピークに減少に転じる見込み

（H30：686億9,792万円余）
※前年度比：699万円余減

今後も財政基盤を強化しながら、“成長し続けるまち”として
市民満足度向上に資する行財政運営に努めていきます 6





桑名市プレミアム付商品券事業について

対象者
①非課税者 ：対象見込者数２０，０００人
②子育て世帯 ：対象見込者数 ３，９００人
※平成28年4月2日～令和元年9月30日までに生まれたお子さんがいる世帯

令和元年10月1日～令和2年1月31日

令和元年10月1日～令和2年2月29日

販売期間

使用期間

１冊５千円分（500円分１０枚）の商品券を４千円で販売。
１人当たり５冊まで購入可能
市内商品券取扱店舗で使用可能

プレミアム
付商品券

商品券
販売場所

桑名市内の郵便局（一部簡易郵便局は除く）

購入方法：購入引換券と現金を持って下記販売場所へ。
購入については、1冊ずつの購入も可能。
（①については申請が必要（申請期間：11月29日まで））



桑名市プレミアム付商品券事業について

桑名商工会議所にて募集中（一次締め切り８月２０日）
取扱店舗数：３２０店舗（８月２０日現在）

取扱
店舗

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

申請する
申請書に必要事項を記入して、
市に提出
（子育て世帯分は申請不要）

対象となる可能性のある方に
申請書が届く

商品券を購入する

商品券を使用する

購入引換券が届く

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

市役所４階にて商品券コールセンターを開設。電話番号０５９４－ 24-1247
開設時間：午前９時～午後５時 （土･日･祝を除く）

コールセンターの開設



寄付制度の新たな取組

～ Challenge to change！～



寄付制度の現状と課題
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寄付をしていただいた方からの、寄付の目的（使途）
社会福祉（障害・母子等）、子どもの教育、博物館、まちづくり、
ブランド推進、地域鉄道のため など

寄付の状況
平成28年度 平成29年度 平成30年度

金額 6,454,507円 2,441,527円 3,375,652円

件数 18件 15件 19件

寄付の課題
①：寄付のＰＲ不足、寄付を募りたい事業が明確でない。

（使途（目的）を選択しづらい）
②：少子高齢化社会などの社会情勢の変化に対応する

新たな取組の必要性。
③：庁内各所管課の努力により集めた寄付に対するインセンティブ。

※ふるさと納税・クラウドファンディング除く



寄付制度の新たな取組【取組の概要】

12

新たな寄付制度の取組
①：寄付の使途（目的）をメニュー化し、寄付者が選択しやすい
環境をつくるなど寄付の「見える化」を図ります。

②：新たに遺言による寄付（遺贈）の受け入れ態勢を構築します。

③：庁内各所管課の創意工夫・アイデアにより寄付を集める
ことができた場合、「がんばり“見える化”予算」（※）による
予算化を実現します。

これまでの寄付制度は維持しつつ、課題であった「ＰＲ不足」
「寄付者に寄り添う事業への展開」等を改善するため、新た
な寄付の取組として、次の３点に取り組みます！

（※）「がんばり“見える化”予算」とは、庁内各所管課の創意工夫・アイデアによる歳入の増加や歳出削減の
成果を評価し、翌年度当初予算において予算枠を優先配分する仕組み。



寄付制度の新たな取組【寄付のメニュー】
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福 祉

文化・振興 その他 市政推進

子ども・子育て、教育

子ども・子育て支援事業寄付、
公立幼稚園・小中学校への備品・
図書購入事業寄付

がん検診事業寄付、障害福祉
事業寄付、社会福祉事業寄付

多度峡天然プール運営寄付、
石取祭・多度祭・八幡神社獅子舞
等無形民俗文化財保存寄付など

消防・防災

消防活動事業寄付、
防災・減災寄付など

六華苑保存活用寄付、
博物館事業寄付、など

公用車寄贈・購入寄付

観光・プロモーション

一定額以上、寄付していただいた方には桑名市オリジナル「記念品ポストカード」の
進呈や個別の特典（消防体験、博物館にお名前の掲示等）のご用意も考えています。
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「桑名市を応援したい」という想い
をお持ちいただいている皆様、
ぜひ応援をよろしくお願いします。

寄付制度の新たな取組



０歳から６歳までの子ども医療費
の窓口無料化を実施します！

令和元年9月開始！



○対象者
約１４,０００人

○対象年齢
通院⇒12歳年度末まで

（但し、１8歳未満の子どもを3人以上扶養してい

る世帯は、１5歳年度末まで）

入院⇒１5歳年度末まで

※現在、通院、入院とも償還払いで実施しています。

○子ども医療費助成実績

３億５,９６７万円（30年度実績）

子ども医療費の現状

１



現在、未就学児が医療機関を受診した際に、自己負
担分を窓口で支払って頂き、後日償還していたが、
9月受診分より窓口での負担を無くします。

○開始時期
令和元年９月１日

○対象者
０歳から６歳年度末まで

○対象人数
約６,６００人

○対象医療機関

医科、歯科、薬局

窓口無料化の概要



新たな受給資格証

償還方式 現物給付

○桑名市、いなべ市、東員町、木曽岬町は、9月に
揃って開始するため、医療機関での混乱を避ける
ため同一の色合いで作成

山
折
り
で
使
用
で
き
ま
す
。

窓口負担あり 窓口負担なし



○安心して医療を受けられる環境づくり
最も医療機関にかかることの多い０歳から６歳

の児童に対し、窓口での負担を無くすことによ
り、いつでも安心して医療を受けられるようにな
ります。

○早期発見・早期治療による重症化予防と
経済的負担の軽減

窓口無料化による効果



桑名ほんぱく
（桑名本物力博覧会）の開催について



桑名ほんぱくについて

桑名ほんぱくのねらい

▼「本物力こそ、桑名力。」を具現化する取り組み
・桑名に住んでいることを誇りに思う人が増える。
・桑名の新しい魅力を自ら伝え、発信する人が増える。
・新たな関係の構築により新たな行動が生まれる。

桑名ほんぱくの概要

▼プログラム実施期間：9月22日（日）～12月15日（日）

▼企画プログラム数：56プログラム

（昨年度：53プログラム）

▼開催場所：桑名市内

▼申込開始： web受付 9月8日（日）20時から

電話受付 9月9日（月）正午から

▼参加団体：53の市民団体、事業者等
▼ワークショップや各種研修を経てプログラムを作成

桑名ほんぱくの企画・運営



昨年度開催した桑名ほんぱくの実績

昨年度の実績

▼53プログラムを実施（51団体が参加）
▼1,214人が参加（定員に対する申込率81.9％）

参加者の傾向

▼女性参加率・・・女性 75.8％
▼参加者の居住地・・・桑名市 59.8％

味噌工場を見学する様子

桑名の千羽鶴を体験する様子



桑名ほんぱくの主なプログラム

桑名の本物を味わう

桑名の名産や素材を味わい、製造現場の見学など
ができるプログラム
▼蒸したてホカホカまんじゅうと、
彩りキラキラ生菓子作り体験

桑名の自然を満喫する

桑名の自然の力を感じたり、学んだりすることができ
るプログラム
▼ダリアの朝摘み体験とダリア御膳
目と口でダリアを味わいつくす

56プログラムを5つのカテゴリーに分類

桑名の歴史・文化を訪れる

桑名の歴史や文化を学ぶことができるプログラム
▼あなたはいくつ知ってる？
桑名のロケ地を聖地巡礼！



桑名ほんぱくの主なプログラム

桑名の技術・芸術を学ぶ

桑名の職人などの技を学び、体験することができる
プログラム
▼桑名木材で
世界にひとつだけのボールペン

桑名で身も心も美しく

体を動かして汗を流したり、食の大切さを学んだり
することができるプログラム
▼法盛寺DEジャズ
ｂｙハマグリガールズ

56プログラムを5つのカテゴリーに分類



オープニングセレモニーについて

セレモニーの概要

▼桑名ほんぱくをＰＲするとともに、開催機運を高める

▼開催日時 9月21日（土） 14時～15時

▼場所 六華苑洋館１階

▼参加費無料（六華苑の入苑料４６０円はかかります。）

昨年の様子


